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第 194 回 日本医学放射線学会九州地方会 

第 57 回 日本核医学会九州地方会 

第 4 回 日本核医学会九州・沖縄支部会 



お知らせとお願い 

 

【座長・演者の先生方へ】 

 

1. Zoom への入室について 
発表セッションの開始 20 分前までに Zoom にご入室ください。入室用の URL は、メールでお知
らせ致します。 

 
2. 発表時間について 
口演時間は発表５分(２例以下の症例報告は４分）、討論２分です。時間厳守でお願い致します。 

 
3. 発表データについて 

Web 開催にあたり、発表データを事前にご提出頂きます。発表データは Power point にナレーショ
ン音声を入れた動画データをご提出ください。作成要項、送付先、送付方法等は演者宛にメールでご
案内致します。 

 
4. 進行方法について 
 時間となりましたら、事務局からアナウンスを致しますので、座長はセッションを開始してくだ
さい。 

 演者は、座長が演者紹介後、簡単な自己紹介と「スライドお願いします」とコメントしてくださ
い。 

 コメント後、事前送付されたデータを事務局側で上映致します。 
 上映終了後、質疑応答となります。参加者からの質問はチャット機能を利用して行います。座長は
チャットの確認をお願い致します。質問の選定は座長に一任致します。 

 質疑終了後、次の演題に進みます。 
 演者はセッション終了まで、入室状態のままお待ちください。セッション終了時にアナウンスを
行いますので、その後に退出をお願い致します。 
※ カメラ・マイクはご自身の発表開始時、終了時の質疑応答時以外はオフの状態で待機をお願い
致します。オン・オフ操作はご自身での操作となります。 

 
5. その他 
 後日のオンデマンド配信は行いません。 
 発表データは学会終了後事務局で責任をもって消去致します。 

 
 

 

 



【参加及び視聴について】 

 

今回は Web 配信となりましたので、新たにホームページを設けております。 

http://conks.jp/194radiol-q-chihoukai/  

 
こちらから、下記に記載しております「事前参加登録及び参加費のお支払」「視聴ページ」にお入り頂
けます。日本放射線学会九州地方会ページからもリンクしております。 
 
1. 事前参加登録及び参加費のお支払 
 参加には事前参加登録及び参加費のお支払が必要となります。事前参加登録及び参加費のお支払
は上記の URL より行ってください。 

 今回より日本核医学会九州地方会への参加に関して別途参加費を徴収させて頂きます。下記の３
つの参加形態により各々登録サイトへの入り口が異なります。 
「日医放・核医学の両方へ参加（核医学の参加証も必要な方）：参加費 1500 円」 
「日医放のみ参加（核医学含む全セッション視聴可能）：参加費 1000 円」 
「核医学のみ参加（核医学のみ視聴可能）：参加費 500 円」 
視聴権限、出席証明書発行要件、参加費をご確認の上選択してください。 

 支払完了後、登録されたメールアドレス宛に決済完了のお知らせメールが届きます。領収書はメー
ル内のリンクからダウンロードできます。 

 
2. 視聴について  
 視聴はホームページ内の「視聴ページ」からとなります。視聴ページは入室に ID、パスワードが
必要となります。ID、パスワードは事前参加登録及び参加費納入済みの方にお知らせ致します。 

 「視聴ページ」の入り口も上記３つの参加形態毎に設定されています。事前に登録された「視聴
ページ」よりお入り下さい。 

 「第 1 会場」、「第 2会場」のボタンがありますので、ご覧になりたい会場のボタンを押してくだ
さい。両方を同時に視聴することはできません。一旦退出の上、再度入室してください。 

 「核医学のみ参加」の方は、第 2会場の核医学セッションと総会のみ視聴できます。 
 
3. 出席証明書について 
 出席証明書は「視聴ページ」からダウンロード可能です。ダウンロード期間は、学会終了後から

1 週間です。 
 従来カードリーダーで行っていた参加登録は、参加費のお支払と Zoom 入退室の際の視聴ログの
確認により代替致します。 

 出席者（登録者）の履歴は日本医学放射線学会会員サイトに反映される予定ですが、念のため出
席証明書の保管をお願い致します。 
 

http://conks.jp/194radiol-q-chihoukai/


4. ウェビナー登録について 
視聴管理の為、Zoom 入室の際にウェビナー登録を行って頂きます（第 1会場・第 2 会場それぞれ
に必要となります）。こちらで出席履歴管理を行いますので、必要事項を正確にご入力頂き、登録を
お願い致します。 

 
5. セッションについて 
今回は一般演題のみの開催で、特別講演（領域講習）と症例検討会は行いませんので、ご了承くださ
い。 

 
【その他のご案内】 

 
1. 世話人会について 
世話人会は 2月 13日 10:00 から Zoom で行います。入室のURL はメールでお知らせ致します。 

 
2. 総会について 
総会は 2月 13日 12:30 から第 1会場で配信致します。視聴ページの「第 1 会場」からご参加くだ
さい（「核医学のみ参加」の方は「第 2会場」からご参加ください）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日  程 

 
2022 年 2 月 13 日（日） 

 

【第 1 会場】 

11：00～11：05 開会の辞  

11：05～11：43 神経・頭頚部 座長 福満 智史（産業医科大学） 

11：43～12：20 胸部Ｉ 座長 荻原 幸宏（諫早総合病院） 

12：30～12：45 総会  

12：45～13：22 胸部Ⅱ・心大血管 座長 川野 真嗣（宮崎大学） 

13：22～13：52 肝・脾・泌尿器 座長 伊東 絵美（福岡大学） 

13：52～14：22 生殖器・小児 座長 安座間 喜明（琉球大学） 

14：22～14：54 乳腺・その他 座長 尾田 済太郎（熊本大学） 

15：00～15：05 閉会の辞  

 

【第 2 会場】 

11：10～11：48 核医学 座長 谷 淳至（鹿児島大学） 

11：48～12：25 消化管 座長 高司 亮（大分大学） 

12：50～13：27 IVR 座長 楠元 正志（済生会日田病院） 

13：27～14：04 骨軟部 座長 平井 徹良（佐賀大学） 

14：04～14：35 治療 座長 中島 孝彰（九州大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 1 会場 

 

開会の辞 11：00～11：05  

 

神経・頭頚部 11：05～11：43 座長 福満 智史 （産業医科大学） 

 

1. Transclival artery と左椎骨動脈瘤および Klippel-Feil 症候群を合併した 1 例（4 分） 

九州大・臨放 ：中村 勇星、菊地 一史、樋渡 昭雄、石神 康生 

同・分イ ：栂尾 理 

同・脳外 ：西村 中、有村 公一、吉本 幸司 

 

2. 小脳橋角部腫瘍の評価における Deep learning-based reconstruction を用いた High-Resolution-3D MR 

cisternography の有効性（5 分） 

熊本大・画診・治療 ：外村 政道、上谷 浩之、中浦 猛、北島 美香、平井 俊範 

同・中央放射線部 ：森田 康祐 

同・脳外 ：浜崎 禎、武笠 晃丈 

CANON Medical Systems：山下 裕一 

 
3. 1 兄弟に生じた副腎白質ジストロフィーの画像所見（4 分） 

佐賀大・放 ：米倉 卓尚、西原 正志、入江 裕之 

同・小児 ：一ノ瀬 文男、松尾 宗明 

 

4. 当院で経験した可逆性脳血管攣縮症候群の 4 例（5 分） 

日赤長崎原爆病院・放：西村 考真、大坪 まゆみ、松山 直弘、森 雅一 

同・神内 ：木下 郁夫 

 

5. 初期に髄膜炎の画像所見が目立った GFAP astrocytopathy の 1 例（4 分） 

鹿児島大・放 ：長谷川 知仁、中條 正典、上村 清央、名ヶ迫 強、吉浦 敬 

 

6. 副鼻腔原発神経内分泌癌の一例（4 分） 

佐賀大・放 ：宮本 晃多、江頭 玲子、福井 修一、入江 裕之 

同・耳鼻・頭頚外 ：佐藤 有記 

同・病理 ：木戸 伸一、相島 慎一 

 

 

 



胸部Ⅰ 11：43～12：20 座長 荻原 幸宏 （諫早総合病院） 

 

7. 術前の画像診断で、診断に苦慮した硬化性肺胞上皮腫の 1 例（4 分） 

熊本大・画診・治療 ：佐藤 加奈子、河中 功一、林 英孝、内村 竜太郎、田村 吉高、 

 池田 理、平井 俊範 

同・呼外 ：池田 公英 

同・病理 ：塩田 拓也 

 

8. 多発性 minute pulmonary meningothelial-like nodules の 1 例（4 分） 

長崎大・放 ：中川 惇、筒井 伸、上谷 雅孝 

同・臨床腫瘍科 ：芦澤 和人 

同・腫瘍外科 ：土谷 智史、永安 武 

同・病理 ：小笹 睦、福岡 順也 

 

9. 特発性奇静脈瘤の一例（4 分） 

飯塚病院・画診 ：三道 幹大、鎌野 宏礼、鳥井 芳邦、染原 有希子、永尾 英毅、 

 盧 徳鉉、三浦 亘智 

 

10. 原発性肺平滑筋肉腫の 1 例（4 分） 

唐津赤十字病院・放 ：深澤 和憲、眞武 邦茂、高橋 行彦、松村 泰成 

同・外科 ：小島 勝雄、木幡 亮 

同・内科 ：平川 治樹 

同・病理 ：明石 道昭 

 

11. 肺癌術後再発予測における dual-energy CT を用いた texture 解析の有用性の検討（5 分） 

鹿児島大・放 ：河路 広大、内匠 浩二、長野 広明、中條 正豊、神﨑 史子、 

 鮎川 卓朗、惠島 史貴、福倉 良彦、吉浦 敬  

 

12. 良性転移性平滑筋腫と鑑別が困難であった肺類上皮血管内皮腫の一例（4 分） 

NHO 大牟田病院・放 ：吉永 優、熊副 洋幸 

同・呼内 ：上野 剛史、川崎 雅之 

福岡山王病院・呼内 ：永田 忍彦 

 

 

総会 12：30～12：45  

 

 

 

  



胸部Ⅱ・心大血管 12：45～13：22 座長 川野 真嗣 （宮崎大学） 

 

13. 粗大な骨化を伴った縦隔滑膜肉腫の一例（4 分） 

九州大・臨放 ：西原 新也、松浦 由布子、樋田 知之、鷺山 幸二、山崎 誘三、 

 神谷 武志、石神 康生 

同・消化器・総外 ：竹中 朋祐、河野 幹寛 

同・病理 ：孝橋 賢一 

 

14. 成人発症の横隔膜原発横紋筋肉腫の一例（4 分） 

琉球大・放 ：上地 栄輝、伊藤 純二、土屋 奈々絵、安座間 喜明、西江 昭弘 

同・一内 ：田端 そうへい、前城 達次 

同・病理 ：玉城 智子 

 

15. 肺動脈に発生した内膜肉腫の一例（4 分） 

九州がんセ・画診 ：豊田 広之、陣内 三佳子、下村 悠太朗、澤本 博史、楠本 千絵、 

  篠崎 賢治 

同・呼吸器腫瘍科 ：岡本 龍郎 

同・病理 ：田口 健一 

 

16. 右胸水を契機に発見された IgG4 関連胸膜炎の 1 例（4 分） 

久留米大・放 ：松田 晃寛、倉田 精二、角 明子、椿 史裕、藤本 公則、 

 安陪 等思 

 

17. Duchenne 型筋ジストロフィーに伴う心筋障害の一例（4 分） 

熊本大・画診・治療 ：高群 博登、尾田 済太郎、木藤 雅文、林 英孝、平井 俊範 

同・循内 ：花谷 信介、荒木 智、辻田 賢一 

同・小児 ：野村 恵子、中村 公俊 

 

18. 人工知能を用いた胸部 CT 画像からの EGFR 遺伝子変異検出（5 分） 

産業医大・放 ：石野 史晃、奥 永、寺澤 岳、平野 七津美、塚本 純、轟木 陽、 

  林田 佳子、青木 隆敏 

同・2外 ：田中 文啓 

九工大・知能制御工 ：吉福 優汰、神谷 亨 

 

 

 

 

 



肝・脾・泌尿器 13：22～13：52 座長 伊東 絵美 （福岡大学） 

 

19. 術前診断が困難であった副脾梗塞の 1 例（4 分） 

聖マリア病院・放 ：菊池 嘉朋、松浦 泰雄、福田 真弓、山之内 寅彦、小森 哲士 

同・外科 ：廣方 玄太郎、緒方 俊郎 

同・病理 ：塩賀 太郎、木村 芳三、檜垣 浩一 

 

20. 転移性肝腫瘍との鑑別に苦慮した肝紫斑病の一例（4 分） 

琉球大・放 ：佐東 征記、安座間 喜明、西江 昭弘 

同・泌尿器 ：木村 隆 

同・一外 ：上里 安範 

名古屋大・病理 ：加留部 謙之輔 

 

21. 馬蹄腎に発生した神経内分泌腫瘍の一例（4 分） 

九州医療セ・放 ：山崎 修司、前原 純樹、山下 孝二、亀井 僚太郎、古谷 清美、 

 原田 詩乃、足達 咲紀、野口 智幸 

同・泌尿器 ：坂本 直孝 

同・病理 ：桃崎 征也 

 

22. 後腹膜平滑筋肉腫の一例（4 分） 

福岡赤十字病院・放 ：浅田 大地、松尾 芳雄、高瀬 華恵、糸山 昌宏、新堀 裕子、 

 木村 正彦 

同・外科 ：井上 重隆 

同・病理 ：西山 憲一 

 

23. 前立腺粘液腺癌の一例（4 分） 

大分大・放 ：清田 貴茂、高司 亮、松本 陽、浅山 良樹 

同・泌尿器 ：秦 聡孝 

同・病理 ：駄阿 勉 

 

 

生殖器・小児 13：52～14：22 座長 安座間 喜明 （琉球大学） 

 

24. メラニン色素沈着を伴う膣原発血管周囲類上皮細胞腫瘍（PEComa）の 1 例（4 分） 

九州大・臨放 ：今福 輝、和田 憲明、藤田 展宏、牛島 泰宏、石松 慶祐、 

 髙尾 誠一朗、石神 康生 

同・小外 ：川久保 尚徳 

同・産婦 ：安永 昌史 

同・病理 ：小田 義直 



25. 粘膜下筋腫を疑い腹腔鏡下子宮全摘出術を施行し、術後子宮体部原発の uterine tumor resembling 

ovarian sex cord tumor と診断した 1 例（4 分） 

中津市民病院・放 ：南條 勝哉、牧瀬 智、日高 啓 

同・産婦 ：佐藤 新平 

同・病理 ：山本 一郎 

 

26. 虫垂炎を契機に偶発的に発見された播種性腹膜平滑筋腫症の一例（4 分） 

福岡東医療セ・放 ：菊野 亮栄、田畑 公佑、渡部 浩史、井上 昭宏 

同・外科 ：南 祐 

同・病理 ：瀧澤 克実 

 

27. 巨大子宮筋腫を伴う子宮捻転の一例（4 分） 

JCHO九州病院・放 ：植山 達也、渥美 和重、桃坂 大地、井上 公代、落合 浩一朗、 

 宮嶋 公貴 

同・産婦 ：西村 和泉 

同・病理 ：立石 悠基、本下 潤一 

 

28. 出生前診断された胎児内胎児の一例（4 分） 

大分県立病院・放 ：脇田 貴大、岡田 文人、佐藤 晴佳、柏木 淳之、板谷 貴好、 

 宮本 脩平 

同・小児 ：伊崎 智子 

大分大・放 ：浅山 良樹 

 

 

乳腺・その他 14：22～14：54 座長 尾田 済太郎 （熊本大学） 

 

29. 右乳腺 matrix producing carcinoma（以下 MPC）症例の一例（4 分） 

鹿児島市立病院・放：日髙 誠也、中山 博史、中村 文彦、永里 耕平、篠原 哲也、 

 神園 純輝、阿久根 健太郎 

鹿児島大・放 ：吉浦 敬 

 

30. 乳房超音波検査における ABUS との fusion による有用性の検討（5 分） 

大分医療セ・放 ：高橋 浩平、高木 勝弘、中村 雄介 

 

31. ヨード造影剤による薬剤起因性無顆粒球症が疑われた 1 例（4 分） 

浜の町病院・放 ：菊池 由生子、角南 俊也、吉満 凜吾、瀬戸口 太郎、舛本 博史 

同・外科 ：山元 啓文、渡邉 雄介 

 



32. Cowden 症候群/PTEN 過誤腫症候群の一例（4 分） 

久留米大・放 ：椿 史裕、長田 周治、安陪 等思  

同・消内 ：福永 秀平 

 

33. 熊本大学病院における CT 造影剤の血管外漏出予防の取り組みと効果検証（5 分） 

熊本大・画診・治療 ：森口 直哉、尾田 済太郎、木藤 雅文、林 英孝、永山 泰教、 

 中浦 猛、平井 俊範 

同・中央放射線部 ：重松 真介、坂部 大介、松岡 亜祐美、村上 美智代、羽手村 昌宏 

 

 

閉会の辞 15：00～15：05  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 会場 

 
核医学 11：10～11：48 座長 谷 淳至 （鹿児島大学） 

 

34. 神経線維腫症 1 型患者に発症した FDG-PET 高集積を示した腸骨原発悪性末梢神経鞘腫の一例（4 分） 

熊本大・画診・治療 ：金谷 拓司、白石 慎哉、小笠原 浩司、岩下 孝弥、津田 紀子、 

 坂本 史、河中 功一、平井 俊範 

 

35. パーキンソン症候群の診断における DAT SPECT を用いた新指標の開発-容積指標による評価-（5 分） 

福岡大・放 ：藤田 一彰、長町 茂樹、吉満 研吾 

同・神内 ：坪井 義夫 

 

36. I-123 MIBG シンチグラフィで異常集積を呈した副腎皮質癌の一例（4 分） 

鹿児島大・放 ：向井 晶絵、長谷川 知仁、神宮司 メグミ、中條 正豊、谷 淳至、 

 吉浦 敬 

同・病理 ：田畑 和宏 

 

37. PET-CT にて FDG 高度集積を呈した FH 欠損性腎細胞癌の一例（4 分） 

大分大・放 ：山原 茉莉、丸野 美由希、高司 亮、浅山 良樹 

同・泌尿器 ：渡辺 大、秦 聡孝 

同・病理 ：草場 敬浩、駄阿 勉 

 

38. 心臓移植後左室心筋 FDG 集積の検討（5 分） 

九州大・臨放 ：北村 宜之、馬場 眞吾、磯田 拓郎、丸岡 保博、石神 康生 

同・循 ：藤野 剛雄 

同・保健 ：佐々木 雅之 

 

39. FDG-PET で高集積を呈し、診断に難渋した良性血管病変の１例（4 分） 

大分医療セ・放 ：髙木 勝弘、髙橋 浩平、中村 雄介 

同・病理 ：荒金 茂樹、森内 昭 

同・外科 ：矢田 一宏 

 

 

 

 

 

 



消化管 11：48～12：25 座長 高司 亮 （大分大学） 

   

40. 結腸原発と考えられる血管肉腫の一例（4 分） 

白石共立病院・放 ：彌富 瑞貴、松本 幸一 

同・外科 ：脇山 幸太 

同・内科 ：田﨑 絢子 

 

41. 術前 CT で診断しえた Meckel 憩室茎捻転の 1 例（4 分） 

済生会福岡総合病院・放 ：大塚 徹、中山 智博、岡本 大佑、川野 倫作、稻盛 真人 

同・外科：本坊 拓也 

 

42. 胃底腺型胃癌に対し EMRO を施行した 1 例（4 分） 

九州大・臨放 ：内田 理子、甲斐 聖広、高津 憲之、鶴丸 大介、石神 康生 

 

43. メッケル憩室内からの落下結石により腸閉塞を来たした一例（4 分） 

佐賀好生館・放 ：岸川 浩尚、西原 雄之介、安座間 真也、森田 孝一郎、相部 仁 

同・消外 ：三宅 修輔、池田 貯 

 

44. 食道原発の脂肪肉腫の一例（4 分） 

福岡市民病院・放 ：安部 時子、楠 正興、村山 佑里子、清澤 恵理子  

同・消外 ：西田 康二郎 

同・消内 ：髙橋 俊介 

 

45. 局所進行直腸癌の術前化学療法効果予測における DCE-MRI の有用性の検討（5 分） 

鹿児島大・放 ：鮎川 卓朗、福倉 良彦、中野 翼、長谷川 知仁、恵島 史貴、 

 中條 正典、内匠 浩二、上村 清央、吉浦 敬 

 

 

IVR 12：50～13：27 座長 楠元 正志 （済生会日田病院） 

 

46. 胃大網動脈に分節性動脈中膜融解症の再発を認めた 1 例（4 分） 

福岡大・放 ：春野 綾子、佐藤 圭亮、後藤 和貴、本田 学、伊藤 絵美、  

 ：坂本 桂子、納 彰伸、浦川 博史、高山 幸久、吉満 研吾 

 

47. 吐血にて発症した胆嚢仮性動脈瘤破裂の一例（4 分） 

沖縄南部医療セ・放 ：湯本 一由、木下 亮、我那覇 文清 

 

 



48. 十二指腸憩室出血に対するコイル塞栓術を施行した 1 例（4 分） 

済生会八幡総合病院・放 ：日野 将吾、赤司 一義、進 政太郎 

同・外科 ：濱津 隆之 

 

49. 脾動脈本幹動脈瘤に対する脾動脈完全塞栓術の安全性について（5 分） 

中津市民病院・放 ：牧瀬 智、日高 啓、南條 勝哉 

 

50. 急性上腸間膜動脈閉塞に対し、IVR を施行した一例（4 分） 

中津市民病院・放 ：金子 裕美、牧瀬 智、南條 勝哉、日高 啓 

同・心外 ：嶋岡 徹、漆野 恵子、木村 龍範 

 

51. 経脾的に塞栓した胃静脈瘤の 1 例（4 分） 

鹿児島大・放 ：中村 信哉、中野 翼、鮎川 卓朗、林 完勇、吉浦 敬 

 

 

骨軟部 13：27～14：04 座長 平井 徹良 （佐賀大学） 

 

52. 腹壁に発生した solitary fibrous tumor（SFT）の一例（4 分） 

九州労災病院・放 ：西村 俊輔、古屋 暁生、中西 麻子、眞鍋 裕介、下川 知美 

同・外科 ：中島 洋 

同・病理 ：槇原 康亮 

 

53. myofibroblastoma の１例（4 分） 

鹿児島市立病院・放 ：阿久根 健太郎、中山 博史、永里 耕平、篠原 哲也、神園 純輝、 

 日髙 誠也、中別府 良昭 

鹿児島大・放 ：吉浦 敬 

 

 

54. 椎体周囲に発生した放線菌症の 1 例（4 分） 

北九州市立医療セ・放 ：廣瀬 華子、久保 雄一郎、伊原 浩史、前村 大将、岩政 理花、 

 小倉 琢嗣、渡辺 秀幸 

同・治療 ：野々下 豪、久貝 美由紀 

同・呼内 ：迫田 宗一郎、土屋 裕子 

同・病理 ：田宮 貞史 

 

 

 

 



55. 軟部悪性筋上皮腫の一例（4 分） 

九州がんセ・画診 ：下村 悠太朗、陣内 三佳子、豊田 広之、澤本 博史、楠本 千絵、 

 篠﨑 賢治 

同・整形 ：薛 宇孝 

同・病理 ：田口 健一 

 

56. 胸壁デスモイドの 1 例（4 分） 

九州中央病院・放 ：樋口 賢太郎、柿原 大輔、植田 稔、花田 清彦 

同・呼外 ：斉藤 元吉 

同・病理 ：伏見 文良 

 

57. 食道裂孔ヘルニアと胸腰椎圧迫骨折との関係の検討（5 分） 

原三信病院・放 ：田中 厚生、田中 祐子、白石 直孝、古川 達也、寺嶋 廣美 

 

 

治療 14：04～14：35 座長 中島 孝彰 （九州大学） 

 

58. 前立腺密封小線源療法後 1 年以内の死亡対応の 1 例（4 分） 

久留米大・放 ：小路 優輝、村木 宏一郎、明田 亮輔、宮田 裕作、服部 睦行、 

 辻 千代子、淡河 恵津世、安陪 等思 

同・泌尿器 ：名切 信、井川 掌 

 

59. おきなわ津梁ネットワークを用いた他院からの事前コンサルテーション/フォローアップ体制の構築（5 分） 

南部徳州会病院・放治：眞鍋 良彦、橋本 成司、平安名 常一 

浦添総合病院・外科 ：佐村 博範 

おきなわ津梁ネ・事務 ：知念 進晃 

 

60. 転移性脳腫瘍に対する定位放射線治療中および照射直後に腫瘍内出血を来した 2 症例（4 分） 

福岡大・放 ：中根 慎一朗、赤井 智春、長町 茂樹、吉満 研吾 

 

61. 全身転移した神経膠肉腫に対し放射線治療が奏功した一例（4 分） 

熊本大・放治 ：山田 茂雄、渡壁 孝弘、松山 知彦、松本 忠士、福川 喜之、 

 東家 亮、大屋 夏生 

 

62. CAR-T 療法への bridging therapy として放射線治療を行った悪性リンパ腫の一例（4 分） 

九州大・臨放 ：小田 剛、吉武 忠正、浅井 佳央里、中島 孝彰、久野 修、 

 髙木 正統、石神 康生 

同・放医・ネ ：松本 圭司 





 

  VVooxxeell  DDoossiimmeettrryy  

    ～～核核医医学学治治療療  線線量量計計算算ソソフフトトウウェェアア～～  

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

ボボククセセルルベベーーススのの線線量量計計算算  

全全身身ままたたはは臓臓器器単単体体ののパパーーソソナナラライイズズさされれたた線線量量分分布布計計算算  

77 種種類類のの放放射射性性同同位位元元素素（（GGaa--6688、、II--112233、、II--113311、、IInn--111111、、LLuu--117777、、TTcc--9999mm、、YY--9900））ををササポポーートト  

ボボククセセルルベベーースス線線量量計計算算はは、、診診断断核核種種とと治治療療核核種種をを個個別別にに選選択択すするるここととがが可可能能  

セセミミオオーートトセセググメメンンテテーーシショョンン  

操操作作がが少少ななくく再再現現可可能能なな RROOII//VVOOII 設設定定  









効率化で得た時間を、
患者さんのさらなるケアに。

SAVING YOU TIME 
WHILE YOU SAVE
LIVES.
That's Intelligently E�cient.

GEヘルスケアでは、テクノロジーは利用者と同じくインテリジェントに機能すべきだと考えています。
医療従事者を、製品やデータ分析・ソフトウェアサービスを通して、予防から診断・治療、予後管理まで効率的にサポートします。
インテリジェントな効率性で、患者さんのために最善を尽くします。
詳しくはgehealthcare.co.jpをご覧ください。
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明日の
しあわせに
化ける術。

みてね!

人知れずこっそり、世界中の“すきま”に潜んでいる。
火薬の力を使って瞬時にエアバッグを膨らませたり、
電子機器の半導体に使われる樹脂をつくったり、
また、人々の健康を守る抗がん剤などの医薬品や
食料の安定供給に欠かせない農薬を提供していたり。
私たちは、技術をしあわせに化けさせる会社です。
現在から未来へ。すきまから世界へ。これからの
暮らしになくてはならない価値を、次々と発想します。
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優れた撮像を可能にします。
MRI/CT画像の新しい腫瘍の成長、新しい癌性病変または転移した癌の識別を
妨げるアーチファクトを減らします。
 
安全なMRI検査を提供します。
造影剤の高圧注入可能な初めてのMR Safeなポートです。
 
放射線療法への影響を低減します。*
後方や側方への散乱または減衰は観察されません。
*社内データより
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